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PRESS RELEASE 

令和７年１０月１６日 

公開シンポジウム「生殖補助医療教育の現状と 

大学間連携が創造する未来」を開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究者からのひとこと 

  

 

舟橋教授 

・不妊治療とも呼ばれる生殖補助医療（ART）を受診した経験のある夫婦は令和 3 年で 4.4 組に一

組の割合となっており、不妊は特別なことではなくなっています。令和 4 年から ART への保険

適用が開始され、令和 5 年では ART で生まれた赤ちゃんは 85,048 人に上るなど、ART は我が

国になくてはならない医療になっています。 

・生殖補助医療現場で胚培養士と呼ばれる技術者が活躍していますが、その資格は日本卵子学会

が認定している資格です。より高度な胚培養士の質の担保やその身分の保証をしっかりするた

めには、胚培養士資格の国家資格化が重要です。そのためには、高等教育機関において胚培養士

を養成するための標準的な教育体系が必要です。その教育体系の確立に向けて、これまで多く

の ART 技術者を輩出してきた 5 つの大学がコンソーシアムを形成し、ART 教育における連携強

化に向けて動き出そうとしています。 

・そこで、この機をとらえて、生殖補助医療技術教育研究センターは、ART 教育の現状と連携が

もたらす未来について議論するための公開シンポジウムを開催しますので、ご案内します。 

 

このシンポジウムは、高等教育機関での教育に関する議論や理解を深

めるために開催します。 

ART やそこで活躍する胚培養士、さらには ART を受診する患者さん

にとって重要な動きであると思います。 

◆発表のポイント 

・不妊治療とも呼ばれる生殖補助医療（ART）への保険適用が開始され、それによる年間出生児も

8 万 5 千人を上回るなど、ART は我が国になくてはならない存在になっています。 

・生殖補助医療現場で活躍する胚培養士と呼ばれる技術者を養成するための標準的な教育体系が

十分ではなかったことから、これまで多くの ART 技術者を輩出してきた 5 つの大学がコンソー

シアムを形成して、ART 教育における連携強化に向けて動き出そうとしています。 

・そこで、生殖補助医療技術教育研究センターは、ART 教育の現状と連携がもたらす未来につい

て議論するための公開シンポジウムを開催します。 
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■開催概要 

日     時： 令和 7 年 11 月 7 日（金）13:00-17:00 

開 催 形 式：  岡山大学一般教育棟 A 棟 1F 5D Lab.での対面と Web（Zoom）のハイブリッド 

費     用： 無  料 

演     者： 

堤   治 （山王病院名誉院長）  

「日本の生殖医療の現状と問題点」 

三谷  匡 （近畿大学生物理工学部教授） 

「（仮題）近畿大学における胚培養士育成とコンソーシアムへの期待」 

猪鼻 達仁 （国際医療福祉大学講師）  

「国際医療福祉大学の生殖補助医療教育と教育コンソーシアムへの期待」 

桃沢 健二 （北里大学獣医学部准教授） 

「北里大学における胚培養士育成教育～農医連携教育から胚培養士育成教育への発展」 

岸上 哲士 （山梨大学高度生殖補助技術センター教授） 

「山梨大学における胚培養士育成とコンソーシアムへの期待」 

舟橋 弘晃 （岡山大学生殖補助医療技術教育研究センター教授） 

「岡山大学での ART キャリア養成教育と大学間連携への期待」 

 

お申込み 

ご参加希望の方は下記 URL または二次元コードから必要事項をご記入の上申し込みください。 

申し込みフォーム URL： https://forms.gle/hp5a1SgocRKXXpZb7 

Web 参加希望者には ID とパスワードを、お送りいたします。 

 

主催・お問い合わせ  

岡山大学生殖補助医療技術教育研究センター  

info-art@okayama-u.ac.jp 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学 生殖補助医療技術教育研究センター 

教授 舟橋弘晃 

（電話番号・FAX）086-251-8329 




